
東北地方太平洋沖地震津波に対する海岸保安林の効果に関する考察 

 
 

 

 

はじめに 2011 年 3 月 11 日に東日本大震災が発生し，それに伴う津波が東日本太平洋沿岸地域の人命と資
産に対して甚大な被害を与えた．沿岸に存在する各種構造物が津波の浸入を防備したものの，多くの建物等
が破壊されてしまった．その中には，塩害や風害から内地を守る目的で植栽され，副産物的に風光明美な景
観をつくる沿岸域のパーツとなっていた海岸保安林も津波により流失した所が多い．しかし，海岸保安林は
流失せず，海岸保安林によって津波の勢いを減じ，内陸の被害が逓減されている場所もある．従来，海岸保
安林の津波防止に関する検討については，幾つか研究がなされているが 1）,2），実際の被害状況について実地
調査を実施し，その効果を調査した例は少ない．そこで，本調査では，津波の来襲があったものの海岸保安
林が従来の状況をとどめる石巻市ながはま海浜公園の海岸保安林について実地調査を実施し考察を行った． 

調査対象地および調査内容 図 1 は石巻市にあるなが
はま海浜公園の海岸保安林の位置を示したものである．
対象の海岸保安林の幅は約 1200m，厚み（奥行き）は約
200m，樹種はクロマツで，その前面の海岸線に沿って
T.P. +6.2mの海岸堤防が設置されている．この地域を襲
った津波の想定波高は 4m（潮位補正前），浸水深は約
3m（石巻港）と報告されている 3）．現地においては，海
岸保安林を挟んで海岸から内陸部に向かって 9 本の測
線を設定して踏査し，目視によって建物の被害状況のレ
ベルを確認し，建物等に残る浸水痕より各地点でのおお
よその浸水深を測定した．また，海岸保安林の特徴を把
握するために，林分調査を行った．なお，測定器具とし
ては，浸水痕測定用にポール，樹高測定用にレーザー距
離計，樹木の植生間隔測量用に巻尺を用いた． 

測線に沿った踏査の結果 建物の被災状況の確認につ
いては，目視で“津波によって流失した場合”（図 2（a）
参照），“流失は逃れたものの破壊されている場合”（図
2（b）参照），“浸水したものの破壊は逃れている場合”
（図 2（c）参照）に分類して判断した．図 3 は，測線
の位置と測線に沿った目視による建物の被災状況およ
び浸水深をまとめたものである．また，図 3中には，津
波によって建物が流失した場合には○印で示し，さらに，
建物が流失は逃れたものの破壊されている場合と建物 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は浸水したものの破壊は逃れている場合との領域の境界線を破線で示してある．図 3 に示されるように，海
岸保安林の存在する後背地と海岸保安林が存在しない地域とでは，被災している海岸からの距離と浸水深に
違いがみられ，少なからず海岸保安林の存在が津波の減勢に役立っていることが理解される． 
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図 1 調査対象地 
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図 2 建物の被災状況の分類（一例）
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海岸保安林の植生状況 図 3中に示される樹林内の A，
B，C地点を抽出し，簡易な林分調査（平均樹高・胸高
平均直径・立木密度など）を実施した．その結果の概
略を表 1に示す．表 1に示されるように，内陸に向か
って樹林の成長がよいことが分かる．しかしながら， 

一例として富山県沿岸のクロマツの植栽の密度管理 4）との比較を行えば，地域差
はあると考えられるが，過剰な植生状況となっている． 

既往の研究結果との比較 樹林帯の厚み（奥行き）と幅に関して，「防潮林の津
波に対する効果と限界」1）との比較を行った．樹林帯の厚みに関して比較を行っ
た一例が図 4である．図 4に示されるように，背後地への流勢緩和が期待できる
と報告されている破線より上の領域に当該樹林帯の A～C 地点のいずれの場合も
プロットされる．また，樹林帯の幅については，約 20m以上の樹林帯の幅を有す
る場合に波高 5m 以内の津波に対して効果があるとの知見と比較し十分な幅を有
していることが確認された．しかしながら，特に厚みに関してみれば，密な繁茂
状況が，津波に対し効果をもたらしたものと考え，津波の防御効果と海岸保安林
の塩害・風害に対する効果とのバランスをとって整備を検討する必要があると考
えられる． 

まとめ 石巻市ながはま海浜公園に植栽されている海岸保安林を対象に後背地
の被災状況と対比させてその効果を検討した．その結果，後背地はほとんど浸水
した地域ではあるものの，建物の被災状況や浸水深は海岸保安林の存在しない周
囲と比べて，海岸保安林の後背地はやや小さいことが確認することができた．今
後，その効果のメカニズムについて考察を加えるとともに，他の地域の海岸保安
林の被災状況も合わせて整理していく予定である． 
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図 4 既往の研究 1)との比較 
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A 地点 

 C 地点 

  B 地点

領域 地点 
平均樹高 
（m） 

胸高平均 
直径（cm） 

立木密度 
（本/ha） 

陸側 
 

海側 

A 地点 15.2 38 1783 
B 地点 15.2 28 1600 
C 地点 15.3 25 2000 

表 1 林分調査の結果 

海 

図 3 調査結果 
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[林分調査地点拡大図] 

：完全流失の家屋 
：破壊され残存している家屋が残る領域と 
浸水のみの家屋が存在する領域との境界 

：測線 
※浸水深については、各ポイント（●印）での 
おおよその標高が加算されている。 
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